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研究成果の概要（和文）：数学の有用性の感得や数学的問題解決能力の育成を目的として，数学

的モデリングの学校数学への位置づけを図るために，中学校における実験授業を実施し，その

実験授業を分析考察した。その結果, 数学的モデリングの授業ではインターネットの活用，ペ

アやグループよる活動を絡めた授業展開が有効であることを明らかにした。 

研究成果の概要（英文）：In this research, I attempted the location of mathematical modeling 

to school mathematics. I concretely executed some experiment classes, and considered 

those experiment classes in the junior high school. As a result, it was clarified that 

the class development round which the activity on which the Internet depended for use, 

the pair, and the group twined was effective in the class of mathematical modeling. 
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１．研究開始当初の背景 

数学の有用性の感得や数学的問題解決能力

の育成の観点から，数学的モデリングの学校

数学への導入が国際的に提唱されている。 

数学的モデリングは，上述の数学の有用性

の感得をはじめ，数学教育を進めていく上で

価値あるものとして論理的な研究が推進され

ている。一方で，数学的モデリングの実施に
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際しては様々な困難点が指摘されており，中

学校現場で十分に実践されていない状況であ

る。つまり，数学的モデリングの実施上の困

難さの解消を図る具体的な手立てを提案し，

数学的モデリングを中学校教育カリキュラム

に位置付けられることを，実践的な研究を通

して明らかにすることが喫緊の課題の一つと

なっている。 

 

２．研究の目的 

本研究（2007～2010）の最終目標(目的)は，

「数学的モデリングを中学校教育カリキュラ

ムに位置付けること」である。各年度におけ

る目標は，次の通りである。 

(1) 2007 年度の目標：これまで開発した数学

的モデリング教材等をもとに，テキスト(教

科書)等を作成すること。 

(2) 2008 年度の目標：作成したテキストをも

とに長期間にわたる授業を実施し，テキスト

を改訂すること。 

(3) 2009 年度の目標：数学的モデリングの授

業実践に関わる教師に必要なトレーニング

プランを提出すること。  

(4) 2010 年度の目標：本研究の妥当性を公立

の中学校で臨床的に検証すること。 

 

３．研究の方法 

(1) 2007 年度の研究方法 

筆者がこれまで開発した数学的モデリン

グ教材を，生徒の発達段階等を踏まえ整理し

直す。具体的には中学校１年～３年までの各

学年のテキスト(教科書)および生徒用ワー

クシートを作成する。 

(2) 2008 年度の研究方法 

長期間にわたる授業実践を通し，本テキス

トおよび生徒用ワークシートの妥当性を検

証する。具体的な方法としては，山形大学附

属中学校等で１年間に渡る授業を実施する。

(3) 2009 年度の研究方法 

数学的モデリングの授業を実施するため

に，教師に必要なトレーニングプランを提出

する。具体的な方法としては，本プランを実

際に現職教員（大学院在籍）に対して試行し，

有効性を検証する。 

(4) 2010 年度の研究方法 

山形県教育委員会等と協同し，山形県下の

いくつかの公立中学校において，数学的モデ

リングの授業を実施し，本研究の妥当性を検

証する。以上，４年間に渡る研究成果を報告

書にまとめる。 

 

４．研究成果 

(1) 2007 年度の目標（これまで開発した数学

的モデリング教材等をもとに，テキスト等

を作成すること）に関連して，開発した数

学的モデリング教材をもとに，中学生用の

ワークシートを作成した。なお，ワークシ

ート作成に際して，山形大学附属中学校数

学科教員（３名）の協力を得た。 

(2) 2008 年度の目標（作成したテキストをも

とに長期間にわたる授業を実施し，テキス

トを改訂すること）に関連して，開発した

数学的モデリング教材（生徒用ワークシー

トも含む）の有効性を検証した。具体的に

は，山形大学附属中学校２年生の選択授業

（数学）の時間を活用して試験的に実施し

た。実施した授業の検証結果を論文等にま

とめ公にした。 

(3) 2009年度の目標（数学的モデリングの授

業実践に関わる教師に必要なトレーニング

プランを提出すること）に関わり，数学的

モデリングの授業にかかわる教師用トレー

ニングプランを作成した。作成したトレー

ニングプランの有効性を検証するために山

形大学大学院教育実践研究科の授業を活用

し，大学院生６名を対象に，教師用トレー



 

 

ニングプランを試行した。その様子の一端

は，山形新聞（2009年９月７日朝刊）に掲

載された。 

(4) 2010年度の目標（本研究の妥当性を公立

の中学校で臨床的に検証すること）につい

て，教師用トレーニングプランの有効性を

検証も含めて，山形大学付属中学校で実験

授業を重ね分析考察した。本研究のまとめ

として，報告書を作成した。 
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